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上腕骨遠位部骨折 AO分類 Type C の治療
函館五稜郭病院 整形外科 佐 藤 攻
Key words : Distal humerus fracture（上腕骨遠位部骨折）
Open reduction and internal fixation（整復と内固定）
Plate fixation（プレート固定）
AO classification Type C（AO分類 Type C）
要旨：上腕骨遠位部骨折，AO分類 Type C の治療は困難であり術者の経験と技量を必要とする．
骨折部の展開はC１，２であれば傍三頭筋アプローチ，C２，３であれば肘頭骨切で行う．傍三頭
筋アプローチは肘頭骨切を追加することが可能である．肘頭骨切部の内固定はテンションバンドで
行うと偽関節，K-wire の突出などトラブルが発生することがある．K-wire のかわりに Screw を使
用することで合併症の減少が期待できる．粉砕，骨質不良例に対する人工関節は成績良好であるが
適応は慎重に考える必要がある．
























面は Lateral columnおよびMedial column間
を橋渡しして三角形となっている．三角形の中
央部が肘頭窩，鉤状窩であり骨は薄くなってい
る．ここでは Lateral column, Medial column
ともに骨稜は薄く最も脆弱な部位であるために
骨折は通常このレベルで発生する．





































































































































































顆を再建する方法は Type C を部分関節内骨
折，Type Bとしてから骨接合することである
（図－６）．筆者は外側では後方設置型でロッ







メディカル），Mayo congruent elbow plate（小
粉砕に圧迫をかけると滑車の短縮によるROM制限 必要なら骨移植
図－５ ORIF の Pitfall




















































悪い Type C２，３を ORIF，人工肘関節１２例
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